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足るテクストつまり画論に真摯に向きあうことで、龔賢という実に陰影にとんだ人間
存在の精神的かつ思想的な実相を究める道を選んだことはそれなりに意味のあること
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立場について次のような洞察が成し得たのではないでしょうか。 
 
 「彼が画を鑑賞することは画を描く行為より大事だと主張したことは龔賢の絵画論
の中に見られる修養法でもあり、そのような考えや原型は敢えて彼が画を鑑賞するこ
とは画を描く行為より大事だと主張したことは龔賢の絵画論の中に見られる修養法で
もあり、そのような考えや原型は敢えて龔賢による独自の発想であると言うべきでも
ないだろうが、修養法として、「識画」、「知画」のようなものを提示し、それを具体的
に表したものは、おそらく龔賢の絵画論の中にしかみられないのではないかと考えら
れる。」(p.72) 
 
 これこそは、龔賢を徹底的に読み抜いた者ならではの、さりげない指摘とは言える
でしょう。 
（本江 邦夫） 
 
